
市川講師にお聞きしたい方は質問をジャパンクラブ事務局迄  
お寄せください、お取り次ぎいたします。
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１１月度理事会報告

ジャパンクラブ秋の講演会
サンフランシスコ総領事館  領事相談員  市川俊治氏を招いて
「身近な年金問題や老後の話題・疑問」にお答えする

ジャパンセンター・ユニオンバンク社交室に於いて11月6日（土）に開催

２） 餅つき新年会について
　明年2月13日に開催予定の「餅つき新年会」は当日のエンターテイ
メントについて話し合い、 後藤理事から提案のあったバンジョウ奏者
”チャーリー田川” さんグループに日程等を確認依頼可能であればお
願いする事に決まりました。  折衝は福光副会長があたります。

３）その他
　・サンフランシスコ総領事館  猪股弘司総領事歓迎会があり、
　　ジャパンクラブから大隅、北副会長が参加されました。
　・先にお知らせした通り小川康弘領事が10月15日付けで転任され
　　ます。（２面にメッセージがあります）
　・ 11月22日（月）午後6時開場、7時開演で石川県が主催する 
　　JAPAN FESTIVAL ISHIKAWA-CULTURE in San Francisco が開
　　かれます、 つきましては入場券の販売方をジャパンクラブにも打
　　診されましたがこの時点で既に時間的にかなり切迫している事、
　　会員の中で既に購入している人も多い事等から会としては販売に
　　関わらない事に決まりました。
以上です、ご質問がありましたら事務局迄お問い合わせください　 　　　                       事務局

　ジャパンクラブ11月度の理事会は11月3日（水）午後6時半から
日米会々議室において8名の理事が出席して行なわれました。
　議題に入る前、 ジャイアンツのワールドシリーズ優勝の興奮を
話題に一時盛り上がりました。  折しも今日は優勝パレードの日に
重なり、 市内の交通の乱れや混雑が懸念されましたが幸い渋滞も
無くスムースに集る事が出来ました。

１） 秋講演会について（報告は下記にあります）
　「身近な年金問題や老後の話題・疑問」に答える
　 総領事館の市川俊治さんを講師に招いて11月6日（土）にジャパン
センター・ユニオンバンク社交室に於いて開催される「ジャパンクラブ
秋の講演会」について参加申し込み状況と会場準備、役割分担等を話
し合いました。　この日の時点で33名程の申し込みが来ており、当初
予定した20名前後を大きく越え、この話題に対する関心の高さに改め
て驚きました。

秋の講演会予定を遥かに越える参加者で質疑応答も盛り上がる

39名参加で
成功裏に終

わる

　当初予測していた参加者数を遥かに超える39名の参加者は
一様にこの話題に何らかの形で関心を持っている様子で、 市川
講師の時々起こす楽しい脱線にリラックスした雰囲気の中で講師
の準備した想定話題ノートを手にそれぞれ熱心にメモする人、活
発な質問する人であっという間に２時間が経ってしまいました。

　この話題に対する関心の高さに驚くと同時に、これほど大勢の
参加を予測出来ず予定時間の２時間では十分でなかったのでは
と悔やまれます。  多くの方がもっと
もっとお聞きしたい事が有ったのでは
と思います。 つきましては来月（12月号）
ニュースレターから欄をもうけ、 市川講
師にお願いして Q&A の形で連載した
いと考えております。  どうぞ皆さんの中
で質問、疑問のある人はジャパンクラブ
事務局又は直接市川俊治さんに連絡し
てください。  回答は特に個人的な質問
以外はニュースレターで皆さんにも公
開したいと思います（もちろん一般的質
問として質問者名等は掲載しません）

　なお、今回の催しの大きな特徴は会員以外の参加者の多かっ
た事です、この点をこれからの企画等にも活かして行きたいと思
います、またこれを機会にジャパンクラブの趣旨、活動等を多いに
説明し新しい入会希望者が出るように努力したいと思います。
　参加してくださった方々、お手伝いいただいた理事の皆さんそ
して市川講師ありがとうございました。

熱心な質疑応答で盛り上がった当日の会場風景

市川俊治講師による　「身近な年金問題、老後の話題や疑問」を気軽に話し合う
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　  赤シャツ軍団 （UDD） 幹部とアシピット
首相との交渉で、 現政権は２箇月以内に
解散し、11月14日に総選挙を実施する事
で話し合いが成立し、 赤シャツのデモ隊は
撤退するはずだった・・・・・

　ところが赤シャツ軍団 （UDD） の過激派
がテロ行為を一部の地域で繰り広げていた。  場所は高級ホテ
ルや伊勢丹デパートのあるサイアム地区とタニア街があるシー
ロム地区だった。ゴルフ場は市外だったので何も問題はなく、 プ
レー出来たが、 夜の戒厳令なるものがひかれ、９時以降の外出
を禁じられた。  連日のゴルフの疲労とタイ式マッサージで体は
めろめろなので夜の外出は禁じられても不自由はなかったが、２
年前のスワナプーン国際空港閉鎖の時より タイ政府は緊張状態
が続いていた。（２年前は夜の戒厳令など発令されず、軍隊も警
察も市内には出動していなかったし、自由に街中を闊歩できた）
下の写真は実弾の入った自動ライフル銃を持った軍隊や警察隊
が出て、鉄条網を道路に設置し、要所を道路封鎖している市内。

「タイランド滞在記」
今井   利和 （文と写真）

前回の 「ヘルスチェック＆バケーション in タイ」に続いて
今井さんの経験から語られるタイの現状とショートステイと

ロングステイの事情を３回に分けて掲載しました
今回はこのシリーズの最終回です

3
　　　　　　　　　　 そんな物騒なときなのにスクムピットの
		         ホテルに滞在していたわたしは街中を歩い
                               ても危険性を感じなかった。  ただ、いつも
                               のバンコクの人々の活気溢れる姿がどこか
                               しら暗い影を背負っているように見えたの
	                     はわたしだけだろうか？・・・・

　わたしは鈍感なのだろうか、 それともいままでの人生で本当
に危険な目に遭遇していないから、 危険を感じないのかどうだ
が自分ではわからないまま、一週間を過ごす。

 　わたしの暮らしているサンフランシスコ近郊のリッチモンド
エリアやオークランドでは一日
一人は銃撃戦で死んでいる。
バンコク市内の非常事態より死
亡率は高いではないか”とそん
な考えが先行してしまう親タイ
派の自分がそこにいた。　　完

写真：今井利和さん提供

小 川 康 弘 領 事 離 任 の メ ッ セ ー ジ

サンフランシスコ離任に当たり
　在サンフランシスコ日本国総領事館で領事班長を務める領事の
小川康弘でございます。 今般、私は在サウジアラビア日本国大使館

（所在都市は首都のリヤド）へ転勤することになり、１１月２２日に当
地を離任することになりました（リヤドへは欧州経由で転勤いたし
ます）。  離任に当たり、ひとこと御挨拶申し上げます。

　私の当地勤務は２年７か月でした。 この間、 ジャパンクラブからは
いろいろな行事に来賓としてお招きいただきましたが、私自身は「準会
員」と心得て参加し、 皆様と同じように諸行事をエンジョイさせていた
だきました。改めてお礼申し上げます。

　これらの行事に参加させていただいて実感することは、「緊急事態
発生時の会員の相互扶助」というジャパンクラブの設立趣旨のとおり、 
会員の皆様の団結力の強さであり、役員の方々の企画力と実行力の
緻密さです。 新年の餅つきや秋のピクニック等の大型行事が毎年無
事に実施されているのは、 まさにこの二つの賜だといえましょう。
　私はリヤドに転勤しますが、 今後はジャパンクラブの応援団の一員
としてリヤドから近況報告などを投稿させていただきます。

　私の後任者は石動明（いしどう・あきら）領事で、11月16日にインド
のニューデリーから転勤してくる予定です。 私同様、よろしくお願いい
たします。

小川領事ありがとうございました
       ジャパンクラブの活動を理解してくださり、多くのイベントに
積極的に参加していただきました事を改めてお礼申し上げます。

新任地でのご活躍と、ご健康をお祈りします。

なお後任の石動明領事はインドのニューデリーから
転勤されてきますが詳しいご案内は着任後お知らせします

又吉　康治　さん　
（Vallejo にお住まいで緊急連絡網は EB-1 のグループの地域担当者です）

　ファーマース保険会社の代理店として San Pablo に事務所を構えて25年、
ベイエリアで活動する又吉康治さんに個人のプロフィールと共に今回は私達
がアメリカで生活するのに欠かせない保険について専門の立場から説明して
もらいました。
　「皆さんが保険に加入する際最も注意しなければならないのは保険料が高
いか安いかでなく保険商品にうたっているカバレージがきちんとなされるのが
良い保険だと言う事です。私が取り扱っているファーマース保険会社はお客の
クレームに95％以上の人が満足してくれている事でこれ迄25年間も、又これ
からも代理店を続けようと思っています」と語っていますが又吉さん自身の誠
実な人柄こそ顧客に受け入れられているのだと思います、その例として又吉さ
んの故郷沖縄県から移住して来た人達260世帯が加盟する北加沖縄県人会
の会長職を2000年から８年間も務め、中高年のご婦人方が大多数を占める
メンバーをまとめていた手腕と実績が人間関係の絆が厳しい競争の続く保険
業界の中で立派に活かされているからこそ長年に亘って活動されているのだ
と思います。
　「私がこの業界に初めて入った頃お世話になった方達のお子さん方が引き
続き懇意にしてくださっている事に感謝しています」との事でした。
　ところで今注目されている保険は介護保険です、日本と違いアメリカでは介
護の分野に政府はタッチしていません、個々の病院等が介護の分野に進出し
ていますが料金が高く個人が支払うのは大変な事です、更に老人の年齢がま
すます高くなっている現実からも注目される保険商品です」と現状を説明して
くれました。
　Vallejo の自宅は、アメリカに来てから結婚した奥さんと24歳と21歳になる
2人のお嬢さん、そろそろお二人とも結婚適齢期ですねとの問いかけには「い
やいやまだ子供ですから．．．」と子離れしない父親の弁、1975年に既にアメリ
カで生活していたお姉さんの呼び寄せで沖縄から移住、今年58歳の働き盛り。
　ジャパンクラブメンバーの方で保険に関するご質問や疑問があれば、取り扱
うお客さんでなくても連絡をいただければお答えいたしますとの事でした。
　ちなみに連絡先は： Tel. 510-741-8200      Fax.  510-741-8208
                                   E-mail:  mmatayoshi@farmersagent.com　
			                                                       紹介文： 福光哲史さん

プ ロ フ ー ル私の 会員紹介コーナー

来月からは引き続き今井利和さんの「タイランド滞在記」第３弾を連載します


